
 

 

平成 30 年度ユネスコスクール活動調査の結果（概要） 

 

公益財団法人ユネスコ・アジア文化センター（ACCU）では、文部科学省から委託を受け、ユネスコ

スクールと ESD（持続可能な開発のための教育）の推進を目的として、ユネスコスクール活動調査

を毎年おこなっています。この度、平成 30 年度の調査結果を取りまとめましたので公表します。 

 

1. 調査結果から見る主な成果 

① SDGs（国連持続可能な開発目標）の認知度が 7 割を超える。 

回答者（教員）の約 75％が SDGs の内容について知っていると回答した。認知度については、

昨年度よりも約 12％増加している。 

② SDGs の 17 の各目標に対する取組が進んでいる。 

 「取組む意思がある」または「取組んでいる」と回答された SDGs の上位 5 つの目標は下記の

通りである。 

・ 目標 11（都市）―86％ 

・ 目標 3（保健）―77％ 

・ 目標 4（教育）―75％ 

・ 目標 16（平和）―75％ 

・ 目標（生産と消費）―68％ 

③ ユネスコスクールへ加盟後、ESD を実践したことによる主な変化（効果）は下記の通りであ

る。 

児童生徒の変化 

・ 地域の歴史、人材、自然等への関心が深まり、地域を大切にしようとする心が育った。 

・ 自分たちの日常生活を ESD の視点で見直すことで、普段の学校生活と世界で起きている諸

問題がどのようにしてつながっているかを理解することができた。 

・ 体験を通じて相手の願いや思いを汲み取り、他者に共感するようになった。 

・ 交流を通した自分の感情が通じない悔しさをバネに、新しいことを学習したり自分の感情

を言葉で伝える練習をしたりするようになった。 

・ 多様な文化や違いを尊重することができるようになった。 

 

教員の変化 

・ 教員間で、学校全体で児童に育みたい力や学年の取組についての系統性などをその都度確
認し合い、持続可能な開発に関する価値観を共有しながら実践を見直すようにした。 

・ 他校のユネスコスクールとの交流により指導技術の向上を図ろうとする機運が高まった。 
・ 地域の人々との交流が多くなり信頼関係が深まったと同時に、教職員の活動を称賛する声

が学校に届くことが多くなった。 
・ トップダウンではなく、あらゆる教員が自主的にチームを組み活動し始めた。 

 

カリキュラム・教授法の変化 

・ 教科領域のカリキュラムを横断的に組むことができた。カリキュラム・マネジメントの工

夫につながった。 

・ 児童・生徒自らが問題意識をもち課題を見つけるようカリキュラム編成し，提示資料や発

問を工夫するようになった。 
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学校運営の変化 

・ 校務分掌として数名の職員を配置することで、様々な学年での取り組みが連絡しやすくな

った。 

・ 週１回定期的に開催している校務に関する運営委員会の議題の１つとして ESD を取り上げ、

共通理解・共通実践に努めるようになった。 

 

地域・保護者の変化 

・ 学校に対しての関心が高まり、学校の教育活動（探究型学習など）や児童の変容に対し理解

が進み、学校の活動に積極的に協力してくれるようになった。 

・ 子供たちの学習が深まるように、地域学習の講師などを積極的に引き受けてくださる。 

 

2. 調査結果から見る主な課題 

① 学校間交流の実績が十分ではない。 

学校間交流を実施していない学校は全体の 41％にのぼる。ユネスコスクールには国内外

問わず、学校間のネットワークを活用した交流が推奨されているが、ここ３年間の交流実績

は横ばいのままである。加えて、国内外との学校の交流を予定していない学校も全体の 37％

にのぼる。 

② ESD 推進拠点としての活動成果の発信が十分ではない。 

 学校の活動の成果を学校外へ発信した学校が 82％を占め、多くの学校が活動の成果の発

信に努めている。一方で、努めていないと回答した 18％にのぼった。ユネスコスクールは

地域での ESD 推進拠点と位置付けられていることから、すべての学校に積極的な情報発信

や成果の共有が求められる。 

 

3. 調査の概要 

 公益財団法人ユネスコ・アジア文化センター（ACCU）が文部科学省の受託調査として平成 30 年

12 月 4 日～平成 31 年 1 月 10 日に実施。調査内容は平成 30 年度の学校の取組（平成 30 年 4 月～

平成 30 年 11 月を対象としている。国内のすべてのユネスコスクールに対してウェブ回答による回

答協力を依頼し、847 校（回答率約 76％）から回答を得た。 

 

 

 

 

 

 

（調査実施元） 

公益財団法人ユネスコ・アジア文化センター（ACCU） 

〒101-0051 東京都千代田区神田神保町 1-32-7F 出版クラブビル 

TEL:03-5577-2852 FAX：03-5577-2854 

E-mail：webmaster@accu.or.jp 

ユネスコスクール公式ウェブサイト：http://www.unesco-school.mext.go.jp/ 


